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時 間 制 約 を 考 慮 し た 問 題（VRP with Time 
Window：VRPTW），配送および集荷も考慮した
集配送計画問題（VRP with Pick-up and Delivery：











































































v：配送車両番号（v＝１, ２, ... , m）
n：顧客数
i, j：顧客番号（i, j＝ 0：depot）
cij：顧客 i, j間の移動コスト
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顧客 1 顧客 2 顧客 3 顧客 4
前日の要求 配送 集荷 配送 集荷






























































































































































































































問題No 最良解 平均 最良解 平均
CMT02T 1325.7 1337.9 1780.6 1800.1
CMT02Q 1298.9 1312.8 1636.2 1754.5
CMT02H 1284.1 1318.8 1654.1 1738.5
表４　比較結果（CMT01）
提案手法 GA
問題No 最良解 平均 最良解 平均
CMT01T 707.0 715.4 1011.5 1045.3
CMT01Q 667.5 696.2 1002.7 1037.9










顧客数 50 50 50 75 75 75
配送車両数 5 5 5 12 12 12
積載可能量 160 140
Backhaul（%）
T Q H T Q H



























最大で現状の約 0.8 割～1.7 割程度向上は見られた
が，提案手法とGAで得られる解の差が大きく変化
することは無かった．ただし，提案手法の計算時間
については，GAの 1.5 倍 ～ ２倍程度の時間
（PentiumⅣの 3.0GHz のコンピュータならば，約

























問題No 最良解 平均 最良解 平均
CMT01Q 667.5 696.2 728.9 750.9
CMT01H 677.9 697.0 725.7 751.3
CMT02Q 1298.9 1312.8 1328.3 1347.8
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